
聖路加助産院（マタニティケアホーム）での分娩に関わる対応の終了について

令和８年度第10回庁議（令和8年8月18日） ③／ 報告事案

【議会対応】【プレス発表】 なし

【保健所】

内 容

☞ 近年の出産に対する意識の変化や利用実績等に鑑み、聖路加助産院での分娩に関わる対応を終了する。

２

概要1

４

利用実績

助産院の分娩に関わる利用は年々減少し、令和７年度以降利用が無い状況。
R5年度︓5件、R6年度︓3件、R7年度︓0件、R8年度︓0件（R8年７月末時点）

３

終了年月日

聖路加助産院「マタニティケアホーム」（以下「助産院」という。）では、平成22年６月の開設以来（開設当初は「聖路加産科
クリニック」）、中央区との協定に基づき、長年にわたり自然分娩を中心に地域での出産を支援してきた。
この度、学校法人聖路加国際大学より、助産院での分娩に関わる対応を終了したい旨の申し入れがあり、協議を重ねた結果、
妊婦の出産に対する意識が自然志向から安全・安心志向へと変化し、ほぼ全ての妊婦が「無痛分娩」を求めるなど、近年助産院
において分娩に関わる利用実績が無いこと、その一方で、産後うつの予防や育児支援、母体回復支援等のニーズが高まっているこ
と、そしてこれらの傾向は今後も続くと見込まれることなどから、助産院を産後ケア機能へ重点化することとし、申し入れを了承するも
のである。

令和９年３月31日（水）

全議員送付

助産院で終了する業務

助産院における妊産婦健康診査及び分娩に関わる母体及び新生児のケア
※助産院で実施している産後ケア事業は今後も実施する。

５ 周知方法

令和８年８月31日（月）から聖路加国際病院のホームページに掲載


